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2024 年 11 月 12 日 

各  位 

会 社 名 三 井 住 友 建 設 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長  柴 田 敏 雄 

（コード番号 1821 東証プライム市場） 

問合せ先 企 画 部 長  田 中 徳 明 

（TEL 03-4582-3000） 

 

 

工事損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2025 年３月期第２四半期（中間期）（2024 年４月１日～2024 年９月 30 日）において、

下記のとおり工事損失を計上するとともに、2024 年５月 10日に公表した 2025 年３月期通期業績

予想（2024 年４月１日～2025 年３月 31日）を修正いたしましたのでお知らせいたします。 

当社が現在施工中の国内大型建築工事（以下、「当該工事」といいます。）では過去にも損失を

計上しており、株主をはじめとしたステークホルダーの皆様には、大変ご心配をおかけしており

ますことを、深くお詫び申し上げます。 

当該工事につきましては現在、躯体工事は概ね完了し付帯工事を中心に施工中です。2025 年８

月竣工までのコストについて蓋然性が高く見通せる状況となったことを受けて、考えうるリスク

を織り込んで今般損失計上することにいたしました。 

当社は企業価値向上に向け、また次年度以降の業績回復を確実なものとするために、2025 年５

月に公表する予定の新たな中期経営計画を現在策定しております。今後、当社は全社一丸となっ

て、信頼の回復に向けて取り組んでまいります。 

 

 

記 

 

 

１．工事損失の内容 

当社が現在施工中の国内大型建築工事において、以下の事象が発生したことから、対応す

る費用として、2025 年３月期第２四半期（中間期）において、工事損失引当金繰入額を含む

131 億円の損失を計上いたしました。 

当該工事は、大深度地下工事を伴う超高層建築物という難度の高い工事であり、地下工事

においては、当初計画からの大幅な工法の変更、地上躯体工事においては、一部の部材の再

製作等により、工程の遅延が発生するとともに、資機材、労務費等の建設コストの上昇等に

より、2022 年３月期に約 219 億円、2023 年３月期に約 315 億円、2024 年３月期に約 92 億円

の損失をそれぞれ計上しております。 

現在、当該工事は工程通り進捗しておりますが、躯体工事完了に伴う追加・変更工事費の

精算、仕上工事に係る仮設資機材や労務等の実績を踏まえた見直し、材料費や労務費の価格

上昇、工程及び品質確保のため技術社員体制の見直しなどを踏まえ、工事完成までの全ての

コストを改めて精査した結果、2025 年３月期第２四半期（中間期）において追加の損失を計

上することとなったものです。 
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２．2025 年３月期通期業績予想数値の修正（2024 年４月１日～2025 年３月 31 日） 

（１） 連結業績予想 

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

455,000 

百万円 

12,500 

百万円 

8,000 

百万円 

4,500 

円 銭 

28.72 

今回修正予想（Ｂ） 455,000 1,000 △4,500 △8,000 △51.03 

増減額 （Ｂ－Ａ） 0 △11,500 △12,500 △12,500 － 

増減率   （％） 0.0 △92.0 － － － 

（ご参考）前期実績 

（2024 年 3 月期） 

479,488 8,500 6,291 4,006 25.58 

 

（２）個別業績予想 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

310,300 

百万円 

7,000 

百万円 

5,000 

百万円 

4,000 

円 銭 

25.52 

今回修正予想（Ｂ） 310,300 △4,000 △6,500 △8,000 △51.03 

増減額 （Ｂ－Ａ） 0 △11,000 △11,500 △12,000 － 

増減率   （％） 0.0 － － － － 

（ご参考）前期実績 

（2024 年 3 月期） 

337,225 3,369 4,548 4,505 28.76 

 

（３）業績予想修正の理由 

  ＜個別業績予想＞ 

売上高は、手持ち工事が順調に進捗していることから、前回予想を変更しておりません。 

利益につきましては、主に上記の大型工事における損失の計上により、営業利益、経常

利益、当期純利益はそれぞれ前回予想に比べ減少する見込みです。 

 

  ＜連結業績予想＞ 

主に個別業績予想の修正によるものです。 

 

    なお、2025 年３月期の期末配当につきましては、当期通期の業績予想及び今後の経営環

境を総合的に勘案した結果、期首の予想から変更しておりません。 

 

３．役員報酬の減額 

今般の業績下方修正という結果を重く受け止め、その経営責任を明確にするべく、次のと

おり、取締役及び執行役員の報酬を 2024 年 12 月から４カ月間減額いたします。 

 

   代表取締役社長              月額報酬の 30％ 

   その他取締役（社外を除く）        月額報酬の 20％ 

   損失発生の執行ラインに位置する執行役員  月額報酬の 10～25％ 

 

４．当該工事及び国内建築部門の今後の見通し 

当該工事は、９月に上棟し躯体工事は概ね完了しており、現在は、内装仕上工事や外構工

事などの付帯工事を中心に施工中です。2025 年８月竣工に向けて、修正後の工程通りに進捗

しております。工事は既に８割近く進捗しており、今後発生見込の仕上工事等に係る工事原

価につきましても、仕入先や協力会社等からの見積に基づいて精査を行ったことを踏まえ、
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今般の見直しによって、竣工までのコストは概ね確定しているものと判断しております。 

また、度重なる損失発生を受けて、昨年度には建築部門を中心に、受注前段階における審

査体制の強化や、施工体制を勘案した工事受注の一時的な抑制、採算性にこだわった取り組

みの徹底などの再発防止策を策定し、これら施策を直ちに実行することで、昨年度以降に受

注した工事においては所定の利益を確保できています。過去の低採算工事との入れ替えは着

実に進んでおり、業績改善に向けた取り組みはその効果が発現しつつあると認識しておりま

す。 

 

 ５．業績の回復に向けて 

堅調な土木事業と、海外事業の着実な拡大に加え、建築事業の採算回復により、次期（2026

年３月期）以降の業績回復を確実なものとし、信頼の回復と企業価値の向上をはかってまい

ります。更に、より柔軟で迅速な意思決定と風通しのよい職場環境の実現に向け、「社内改革

タスクフォース」を設置し、組織改革とガバナンス強化を併せて実行してまいります。 

 

 

次年度以降の３ヶ年における業績につきましては、下記の通り改善を見込んでおります。 

 

（ご参考）連結業績見通し 

 2024 年度  2025 年度 2026 年度 2027 年度 

売上高 4,550 億円 4,100 億円 4,200 億円 4,400 億円 

営業利益 10 億円 155 億円 170 億円 200 億円 

当期純利益 △80 億円 75 億円 95 億円 110 億円 

 

なお、次期以降の業績見通しは現時点の見通しであり、詳細な業績計画等につきましては

2025 年５月公表予定の次期中期経営計画（2025 年度～2027 年度）において、精査のうえ改め

てお示しする予定です。 

 

詳細につきましては添付資料をあわせてご参照ください。 

 

 

（注）上記の予想は、発表日現在で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績

等は、様々な要因により変動する可能性があります。 

 

以 上 

 














